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平
成
22
年
度
の
各
会
計
決
算
が

議
会
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
町
の
財
政
運
営

の
中
心
と
な
る
会
計
で
す
。
町
で

は
、
「
元
気
発
信
・
笑
顔
の
大
地

・
夢
開
花　

な
か
が
わ
」
の
将
来

像
を
達
成
す
る
た
め
に
、
福
祉
や

教
育
、
経
済
な
ど
の
基
本
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
経
費
の
大
部
分
を
賄
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
に
、
皆
さ
ん
の
生
活
に

直
結
し
た
事
業
を
6
特
別
会
計
で

行
っ
て
い
ま
す
。
特
別
会
計
は
、

国
の
補
助
金
や
税
金
、
使
用
料
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

決
算
は
、
こ
れ
ら
の
お
金
が
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
に

ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
た
か
を
示

す
も
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
9

一　般　会　計

町　　　　　　　　　税

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

財　　産　　収　　入

寄　　　　附　　　　金

繰　　　　入　　　　金

繰　　　　越　　　　金

諸　　　　収　　　　入

地　方　譲　与　税

利　子　割　交　付　金

配　当　割　交　付　金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地　方　交　付　税

交通安全対策交付金

国　庫　支　出　金

道　　支　　出　　金

町　　　　　　　　　債

議　　会　　費

総　　務　　費

民　　生　　費

衛　　生　　費

労　　働　　費

農林水産業費

商　　工　　費

土　　木　　費

消　　防　　費

教　　育　　費

災 害 復 旧 費

公　　債　　費

給　　与　　費

予　　備　　費

区　　分区　　　　分

自　

主　

財　

源

依　
　

存　
　

財　
　

源

金　　額 割合（％）

1億7,120万円

144万円

8,682万円

3,129万円

53万円

0万円

1億8,625万円

1億9,602万円

6,866万円

70万円

17万円

5万円

2,138万円

1,392万円

567万円

19億2,984万円

0万円

11億3,242万円

1億3,764万円

5億8,979万円

3.7

0.0

1.9

0.7

0.0

0.0

4.1

4.3

1.5

0.0

0.0

0.0

0.5

0.3

0.1

42.2

0.0

24.8

3.0

12.9

金　　額 割合（％）

2,478万円

13億401万円

2億6,795万円

4億1,625万円

1,532万円

3億6,495万円

1億7,114万円

3億8,459万円

1億5,274万円

1億8,166万円

1億1,907万円

6億81万円

4億789万円

0万円

0.6

29.6

6.1

9.4

0.3

8.3

3.9

8.7

3.5

4.1

2.7

13.6

9.2

0.0

歳出総額
44億1,120万円

歳入総額
45億7,387万円

広報なかがわ
2011. 12月号 ２

平成22年度
一般会計・特別会計決算報告



３ 広報なかがわ
2011. 12月号

平成22年度に行った主な事業

中川町バス購入

地域情報通信基盤整備事業

地域活性化・きめ細やかな臨時交付金事業

きめ細やかな交付金事業

住民生活に光をそそぐ交付金事業

特養一心苑ボイラー取替工事

特養一心苑耐震診断業務委託

敬老会開催

寿の家屋根葺替工事

中川町立歯科診療所新築工事

中川町立歯科診療所備品購入

抗菌性残留事故防止推進事業

草地土壌改良促進事業

新規就農誘致事業

農村体験実習受入事業

牧場運営事業

中川町野菜出荷施設再編整備事業

町営牧場預託牛BLV検査支援事業

地域づくり交付金（エゾシカ）被害防止緊急捕獲事業

森林整備地域活動支援交付金事業

地域観光資源活用・魅力創出事業

町道維持工事

道路新設改良事業

町道除雪業務

公営住宅営繕工事

中川中学校地震補強事業

総合型地域スポーツクラブ創設事業

平成22年災公共災害復旧事業（単独）

平成22年災農業災害復旧事業（単独）

土地：29,582,279㎡
　　　（うち山林19,849,922㎡）
建物：64,002㎡

　　　（平成23年３月31日現在）

区分 事業費 【主な町有財産の現在高】

財政力指数（3ヵ年平均）
　　　0.123（平成21年度0.133）
　財政力指数は、1.0に近いほど自主
財源の割合が高く、財政力が強いこ
とを示します。

経常収支比率
　　76.3％（平成21年度79.7％）
　経常収支比率は、財政の弾力性を
示す指標で、パーセンテージが高い
ほど財政が硬直化していることを示
します。

【中川町の財政力】

貯金（基金）
　22億7,256万円
　（町民1人あたり約123万円）

借金（地方債残高）
　59億1,816万円
　（町民1人あたり約322万円）

　　　※平成23年3月31日現在人口
　　　　　　　 1,835人を基に計算

【中川町の貯金と借金】

健全化判断比率
・実質赤字比率　　　　－％
・連結実質赤字比率　　－％
・実質公債費比率　　10.8％
・将来負担比率　　　　－％

資金不足比率
・簡易水道特別会計　　－％
・農業集落排水事業　　－％

※これらの数値は、赤字でない限り
　比率がないものとされ、「－％」
　と示しています（詳しくは、広報
　なかがわ2011年11月号2～3ペー
　ジをご覧ください）。

【健全化判断比率、　　　
　　　資金不足比率】

事　　業　　名

総
務
費

民
生
費

衛
生
費

農
林
水
産
業
費

商工費

土
木
費

教
育
費

災　害
復旧費

2,106万円

8億2,660万円

9,247万円

506万円

407万円

1,102万円

178万円

225万円

71万円

7,024万円

2,918万円

36万円

40万円

703万円

14万円

2,465万円

500万円

33万円

312万円

463万円

1,368万円

1,817万円

2億317万円

5,575万円

4,939万円

2,976万円

69万円

6,821万円

1,519万円

各特別会計別決算総括表

介
護
保
険

特　
　

別　
　

会　
　

計

2億6,877万円
2万円

3億7,304万円
1億620万円
1億5,379万円

822万円
2,485万円

9億3,489万円
55億876万円

国民健康保険事業
老 人 保 健 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業

後 期 高 齢 者 医 療
小　　　　　　　計

区　　　分

一般会計＋特別会計

歳入決算額 歳出決算額 差引額

保険事業勘定
サービス事業勘定

2億6,876万円
2万円

3億7,277万円
1億458万円
1億5,197万円

822万円
2,485万円

9億3,117万円
53億4,237万円

1万円
0万円
27万円
162万円

182万円

0万円
372万円

1億6,639万円



23
年
3
月
28
日
に
道
内
で
は
じ
め

て
の
複
眼
型
に
よ
る
中
心
市
宣
言

を
行
っ
て
お
り
、
第
3
回
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
中
心
市
（
名
寄

市
・
士
別
市
）
と
中
川
町
の
ほ
か

8
町
2
村
の
す
べ
て
の
議
会
で
締

結
に
関
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
9
月
30
日
に

名
寄
市
に
お
い
て
合
同
調
印
式
が

行
わ
れ
、
13
市
町
村
が
そ
ろ
っ
て

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
定
住
自

立
圏
形
成
協
定
の
締
結
は
、
北
海

道
で
は
8
番
目
と
な
り
ま
す
。

　

締
結
し
た
協
定
内
容
に
基
づ
き
、

圏
域
の
将
来
像
や
具
体
的
な
取
り

組
み
を
明
ら
か
に
し
た
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
今
年
度
内
に

策
定
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
9

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

行
す
る
中
、
特
に
地
方
に
お
い
て

は
ひ
と
つ
の
市
町
村
だ
け
で
、
医

療
や
産
業
振
興
な
ど
の
生
活
・
経

済
基
盤
を
維
持
確
保
す
る
こ
と
は
、

今
後
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
き

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
一
定
の
都
市
機
能

や
条
件
を
備
え
た
「
中
心
市
」
と

「
周
辺
の
市
町
村
」
が
連
携
し
、

役
割
を
分
担
し
な
が
ら
生
活
機
能

の
維
持
確
保
を
は
じ
め
、
観
光
・

産
業
の
振
興
な
ど
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
、
人
口
の
定
住

を
図
ろ
う
と
す
る
新
た
な
広
域
的

な
取
り
組
み
で
す
。

　

「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
は
、

中
心
市
宣
言
を
行
っ
た
中
心
市
と

そ
の
周
辺
に
あ
る
市
町
村
が
、
人

口
定
住
の
た
め
に
必
要
な
生
活
機

能
の
確
保
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

1
対
1
で
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　

中
川
町
が
締
結
し
た
北
・
北
海

道
中
央
圏
域
定
住
自
立
圏
形
成
協

定
は
、
名
寄
市
と
士
別
市
が
平
成

広報なかがわ
2011. 12月号 ４

定
住
自
立
圏

　
　

形
成
協
定
の
締
結

定
住
自
立
圏
構
想

今
後
の
取
り
組
み

定住自立圏形成協定を締結定住自立圏形成協定を締結

北・北海道中央圏域北・北海道中央圏域
（2市9町2村）で（2市9町2村）で
北・北海道中央圏域
（2市9町2村）で

視　　　点 項　　　目 事　業　項　目

定住自立圏形成協定の内容

救急医療の維持確保
圏域医療体制の充実
審査会業務の連携
障がい者福祉の推進
図書館相互利用の促進
生涯学習機会の充実
地域資源を活用した観光と地場産品の振興
鳥獣被害防止対策の推進

大学と連携した人材育成
職員研修

低炭素社会に向けた取り組みの推進
水道水質検査業務の連携
消費生活相談業務の連携

交通ネットワークの形成

地域内外の住民との交流促進

医　療

福　祉

教　育

産業振興

宣言中心市などにおける人材の育成

その他

道路などの交通インフラの整備

生活基盤の強化

圏域マネジメント能力
の強化

結びつきやネットワー
クの強化 地域内外の住民との交流・移住促進



５ 広報なかがわ
2011. 12月号

　

「
テ
レ
ビ
電
話
が
映
ら
な
い
」

「
お
互
い
に
電
話
の
声
が
聞
こ
え

な
い
」
な
ど
、
お
し
ら
せ
君
の
不

具
合
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
が
数
件

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
し
ら
せ
君
を
再
起
動
す
る
と

不
具
合
が
直
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
方
法
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
皆
様
に
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
や
ご
家
族
の
皆
様

に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
川
町
で
も
本
震
災
に
対
し
て
、
多
く
の
住
民
、
企
業
、
関
係
団

体
の
方
々
に
よ
る
心
温
ま
る
支
援
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
9
月
30
日

ま
で
の
約
半
年
間
に
わ
た
り
受
付
を
行
っ
た
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

た
義
援
金
の
総
額
を
報
告
し
ま
す
。

若
山
一
以
さ
ん
が

　
　
　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
被
災
地
へ

問い合わせ　総務課企画財政室　☎7－2819

再起動をするには、
本体裏にある丸いボ
タンを押し続けます
（右写真の矢印部）。
画面の表示や画面の
上部にある通電ラン
プが消えるまでボタ
ンを押し続けます。
その後、ボタンをも
う一度短く押します。

ボタンを押し続ける時間が
短いと、画面に右写真の表
示が出ることがあります。
こうなったら、「再起動」
をタッチします。

　６月から７月の約１ヶ月間、災害ボランティアとして宮城県仙台市へ
赴かれました。ご自分の自家用車で寝泊りをしながら、被災住宅の泥出
しや被災者の聞き取りなどにご尽力されました。

義援金　539万5000円（7件）
募　金　 14万3873円

全国から集まった災害ボランティアとともに
（最前列左端が若山さん）

被災地での活動をまとめた手記と
災害ボランティアの名札

おしらせ君の
お知らせ

機
械
が
動
か
な
く
な
っ
た
ら

再起動しても
解決しないときは

役場へお問い合わせください

中川町から被災地へ553万円8873円中川町から被災地へ553万円8873円中川町から被災地へ553万円8873円



　

年
末
は
、
空
き
巣
や
車
上
狙
い
な
ど
の
犯
罪
や
振
り
込
め
詐
欺
の
発

生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
安
全
で
安
心
な
年
末
を
送
り
、
希
望
に
満
ち
た

新
年
を
迎
え
る
た
め
、
犯
罪
被
害
や
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

・
外
出
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
動
車
内
に
は
物
を
置
か
ず
、
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
い
て
ド
ア
ロ
ッ

　

ク
を
。

・
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
、
第
三
者
を
巻
き
込
む
重
大
事
故
を
引
き
起
こ
す
危
険

　

性
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
本
人
の
ほ
か
、
そ
の
周
辺
者
も
処
罰
の
対
象

　

飲
酒
運
転
は
、
重
い
処
罰
に
加
え
て
、
社
会
的
制
裁
や
多
大
な
賠
償

　

を
求
め
ら
れ
ま
す
。
飲
酒
運
転
を
容
認
・
助
長
す
る
、
車
両
や
酒
類

　

の
提
供
、
同
乗
者
も
処
罰
の
対
象
で
す
。

●
二
日
酔
い
も
飲
酒
運
転

　

前
夜
の
酒
が
抜
け
ず
二
日
酔
い
で
車
を
運
転
し
事
故
を
起
こ
す
例
が

　

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

●
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
に
ご
協
力
を

　

自
動
車
で
飲
食
店
な
ど
へ
行
く
と
き
は
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
（
ハ

　

ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

美
深
警
察
署　

☎
2
・
1
1
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
・
2
0
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
・
5
0
7
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　

警
察
相
談
電
話　

☎
＃
9
1
1
0

駐 在 所
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幼
児
セ
ン
タ
ー
「
子
育
て
相
談
」

犯
罪
や
事
故
の
な
い

犯
罪
や
事
故
の
な
い

　
　
　

　
　
　
　

年
末
年
始
を
迎
え
ま
し
ょ
う

年
末
年
始
を
迎
え
ま
し
ょ
う

一
適
が
涙
に
変
わ
る
そ
の
飲
酒

一
適
が
涙
に
変
わ
る
そ
の
飲
酒

犯
罪
や
事
故
の
な
い

　
　
　
　

年
末
年
始
を
迎
え
ま
し
ょ
う

一
適
が
涙
に
変
わ
る
そ
の
飲
酒

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
に
お
け
る

子
育
て
支
援
と
し
て
、
入
所
児
保
護
者
は

も
と
よ
り
、
地
域
の
子
育
て
保
護
者
な
ど

に
対
す
る
、
「
子
育
て
な
ど
に
関
す
る
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
来
年
度
、
入
所
を
予
定
し
て
い
る
が
不

　

安
が
あ
る

・
子
ど
も
の
食
事
（
好
き
嫌
い
が
激
し
い

　

な
ど
）
に
心
配
が
あ
る

・
自
分
の
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
と
、
激

　

し
く
暴
れ
て
困
っ
て
い
る

・
周
り
の
同
年
齢
の
子
と
比
べ
る
と
、
体

　

の
発
達
や
言
葉
が
ゆ
っ
く
り
の
よ
う
に

　

感
じ
る

・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
利
用
の
仕
方

　

が
わ
か
ら
な
い

な
ど
、
子
育
て
に
関
す
る
心
配
や
不
安
の

相
談
、
情
報
の
提
供
を
電
話
･
来
所
ど
ち

ら
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ま
め
ち
ょ
』

で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
、
子
ど
も
に

関
わ
る
こ
と
は
気
に
な
る
も
の
で
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
聞
い
て
も
い
い
の
か
な
」

と
思
わ
ず
に
、
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
て
安
心
し

て
子
育
て
を
楽
し
む
た
め
に
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
･
相
談
先
】

・
中
川
町
幼
児
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
1
1
8

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
（
4
時
以
降
、

　

時
間
外
保
育
時
間
中
も
受
け
付
け
て
い

　

ま
す
）

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
め
ち
ょ

　
　
　
　
　
　
　

（
児
童
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
0
2
2

　

午
前
9
時
15
分
〜
午
後
4
時



森を楽しむ、育む、生かす森を楽しむ、育む、生かす

７ 広報なかがわ
2011. 12月号

　
　
　
　

上
川
北
部
の
天
塩
川
流

　
　
　

域
市
町
村
や
森
林
組
合
で

　
　
　

組
織
す
る
上
川
北
部
流
域

　
　
　

森
林
・
林
業
活
性
化
協
議

　
　
　

会
、
上
川
北
部
森
林
管
理

　
　
　

署
、
中
川
町
が
主
催
し
た
、

　
　
　

間
伐
材
を
利
用
し
た
治
山

　
　
　

工
事
研
修
会
が
行
わ
れ
、

　
　
　

町
内
外
か
ら
61
名
が
参
加

　
　
　

し
ま
し
た
。

　

木
材
に
高
い
圧
力
を
か
け
、
薬

液
を
深
く
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
防

腐
能
力
を
高
め
、
こ
れ
ま
で
水
辺

で
は
木
材
を
利
用
で
き
な
か
っ
た

治
山
ダ
ム
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と

で
間
伐
材
の
利
用
促
進
を
図
る
砂

防
ダ
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
木
材
を
利
用
し
た
治

山
ダ
ム
は
景
観
的
に
も
美
し
く
、

環
境
に
も
優
し
そ
う
で
、
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

中
川
町
と
林
業

　
　
　
　
　
　

試
験
場
道
北
支
場

　
　
　
　
　
　

が
協
力
し
て
開
催

　
　
　
　
　
　

し
た
、
林
業
試
験

　
　
　
　
　
　

場
公
開
講
座
・
林

　
　
　
　
　
　

業
技
術
現
地
検
討

　
　
　
　
　
　

会
に
は
23
名
が
参

　
　
　
　
　
　

加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
で
林
業
に

　
　
　
　
　
　

携
わ
る
研
究
者
・

　
　
　
　
　
　

技
術
者
・
作
業
員

　
　
　
　
　
　

が
集
ま
り
、
道
北

支
場
で
研
究
開
発
さ
れ
て
い
る
カ

ラ
マ
ツ
類
の
種
子
精
選
に
つ
い
て

学
ん
だ
ほ
か
、
中
川
町
と
町
内
企

業
が
協
力
し
て
考
案
し
た
新
技
術

を
導
入
し
た
作
業
道
の
作
設
技
術

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

中
川
町
ナ
ナ
カ

　
　
　
　
　
　

マ
ド
林
業
グ
ル
ー

　
　
　
　
　
　

プ
主
催
の
り
ん
ぐ

　
　
　
　
　
　

す
の
集
い
が
林
業

　
　
　
　
　
　

試
験
場
道
北
支
場

　
　
　
　
　
　

で
行
わ
れ
、
45
名

　
　
　
　
　
　

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

苗
木
づ
く
り
体
験

　
　
　
　
　
　

や
構
内
で
取
っ
た

　
　
　
　
　
　

木
の
実
を
食
べ
る

　
　
　
　
　
　

な
ど
、
森
林
に
触

れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
林
業
グ
ル
ー
プ
名
物

の
チ
キ
ン
レ
ッ
グ
や
牛
ス
テ
ー
キ

が
振
舞
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は

「
焚
き
火
で
あ
ぶ
っ
て
食
べ
た
く

る
み
が
絶
品
だ
っ
た
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

問い合わせ　産業振興課産業振興室　☎7－2816

第13回
　りんぐすの集い

林業試験場公開講座
林業技術現地検討会

間伐材を利用した治山工事研修会
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会
社
を
退
職
し
た
と
き
、
自
営

業
を
始
め
た
と
き
、
一
定
額
を
超

え
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
と
き
な

ど
は
、
国
保
に
加
入
の
届
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
就
職
や
転
職
を
し
て
職

場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た

と
き
な
ど
は
、
国
保
を
や
め
る
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
は
忘
れ
ず
に

14
日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

国
保
に
加
入
す
る
と
き

　

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を

　
　

や
め
た
と
き

　

・
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し

　
　

て
き
た
と
き

　

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

　

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な

　
　

っ
た
と
き

■
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
　

ど
う
な
る
の
？

　

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
届

支
払
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
4

加
入・喪
失
の
届
け
出
は
14
日
以
内
に
！

加
入・喪
失
の
届
け
出
は
14
日
以
内
に
！

加
入・喪
失
の
届
け
出
は
14
日
以
内
に
！

出
を
し
た
日
か
ら
で
は
な
く
、
加

入
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
国
保
税
を
納
め
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

　

国
保
を
や
め
る
と
き

　

・
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

　
　

し
た
と
き

　

・
他
の
市
町
村
に
転
出
す
る

　
　

と
き

　

・
国
保
の
被
保
険
者
が
死
亡

　
　

し
た
と
き

　

・
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う

　
　

に
な
っ
た
と
き

■
や
め
る
届
出
が
遅
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
　

ど
う
な
る
の
？

　

国
保
を
や
め
る
届
出
を
せ
ず
に

国
保
の
保
険
証
で
医
療
を
受
け
る

と
、
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費
を

あ
と
で
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
国
保
と
職
場
の
健

康
保
険
の
保
険
料（
税
）を
二
重
に

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ

　

最
近
、
年
金
事
務
所
職
員
を
装
っ
て
家
庭
を
訪
問

し
、
「
年
金
の
手
続
き
が
終
わ
っ
て
い
な
い
。
本
人

に
代
わ
っ
て
手
続
き
を
す
る
の
で
、
手
数
料
を
支
払

っ
て
ほ
し
い
。
」
な
ど
と
言
い
、
そ
の
場
で
現
金
を

請
求
す
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

年
金
事
務
所
の
職
員
が
家
庭
を
訪
問
し
、
年
金
手

続
き
の
手
数
料
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
金
事
務
所
の
職
員
を
名
乗
っ
た
訪
問
や
電
話
で

不
審
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
場
で
対
応
せ

ず
、
年
金
事
務
所
へ
確
認
す
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
金
事
務
所
の
職
員
が
訪
問
す
る
と
き
は
、

身
分
証
明
書
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

旭
川
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
0
1
6
6
・
2
7
・
1
6
1
1

年
金
事
務
所
職
員
を

　

名
乗
る
詐
欺
に

　
　
　

注
意
し
て
く
だ
さ
い



公民館図書室公民館図書室
の

公公公公公公公 書室室書書書民館民館館公民公民公公 室室室公民館図書室室室書書館館館民民民 室室室書書書図図館館館館民民民公公公民館図書室公民館図書室
の

おすすめおすすめおすすめ

　少子化、核家族化、共働きでむずかしく
なった親子関係のあり方を、66の例をあげ
て具体的に語る。働きながら子育てをして
いる母親をはじめ、父親にもぜひ読んでも
らいたい一冊。

　「教育の一環」「子どもの健康増進」とし
て位置づけられる学校給食における、食の
安全・食べものへの感謝の重要性を説く一
冊。飽食の時代といわれる現代の親と学校
に「食育」とは何かを問う。

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
・
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
・
2
8
5
0
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕

庭
先
に
実
り
し
ゴ
ー
ヤ
が
訪
ね
来
る
友
へ
ひ
と
と
き
の
話
題
を
呈
す　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

幼
少
よ
り
握
り
し
め
き
し
釣
竿
を
今
に
飽
き
ざ
り
六
十
年
余　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

こ
の
身
に
て
耐
へ
得
る
う
ち
に
訪
ね
た
き
国
々
を
地
図
に
眺
め
て
飽
か
ず　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

い
く
た
び
も
壁
の
暦
は
見
て
る
の
に
ス
ー
パ
ー
で
ま
た
も
今
日
は
何
日
？　
　
　
　
　

佐
竹　

敏
章

一
瞬
と
云
へ
ど
も
他
人
を
疑
ひ
し
心
貧
し
き
性
を
か
な
し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

旧
友
に
呼
び
か
け
る
よ
う
声
に
出
し
花
の
名
を
言
い
て
飽
き
ぬ
野
の
道　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

豊
漁
の
秋
刀
魚
に
も
飽
き
何
食
ま
む
猫
も
結
局
干
物
に
か
へ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
ミ
ツ
ヱ

ロ
シ
ヤ
産
黒
き
実
が
な
る
ナ
ナ
カ
マ
ド
三
十
五
度
で
果
実
酒
と
な
る　
　
　
　
　
　
　

山
田　
　

昇

プ
ル
開
け
て
ビ
ー
ル
も
ど
き
を
ク
イ
ー
ッ
と
ね
缶
を
空
け
て
く
飽
く
こ
と
も
な
く　
　

横
山
や
す
こ

亡
く
な
り
し
母
に
会
う
に
は
留
守
伝
に
入
り
し
ま
ま
な
る
声
を
通
し
て　
　
　
　
　
　

吉
田　

ケ
イ

〔
俳　

句
〕

大
雪
山
の
雪
を
か
ぶ
り
し
針
葉
樹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

玻
璃
拭
い
て
秋
天
俄
に
近
づ
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸

　みなさんが毎日使っている電気、それは、
もともとはわたし（太陽）のひかりです。
電気を節約し、かしこく使うことは、電気
をつくりだすことと同じくらい重要なので
す。人間がどのように電気を手にいれてい
るかを語る科学絵本。

９ 広報なかがわ
2011. 12月号

「
わ
た
し
の
ひ
か
り
」

さ
く
ま
ゆ
み
こ　
訳

モ
リ
ー
・
バ
ン
グ　
作

　教員採用試験や昇進の実情、教師の人間
性の乏しさなど、現代の学校が抱えている
問題を詳細に、かつ客観的に描く。単なる
批評本ではなく、子どもたちを取り巻く教
育現場を作り上げていかなければならない
教師の品格を問う一冊。

児
童
書

柳
谷　

晃　
著

「
教
師
の
品
格
」

坂
東
眞
理
子　
著

「
親
の
品
格
」

「
学
校
給
食
と

　

子
ど
も
の
健
康
」

梶
山
公
勇　
著

さ
が
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【
今
月
の
テ
ー
マ
】  

健
康
長
寿
の
た
め
に 

〜
超
高
齢
時
代
を
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
〜

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

脳
血
管
疾
患
の
予
防

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
平
成
22
年
で
、
男
性
79
・
6
歳
、
女
性

は
86
・
4
歳
で
す
。

　

中
川
町
の
平
均
寿
命
は
、
女
性
は
ほ
ぼ
全
国
平
均
で
し
た
が
、
男

性
で
は
0
・
7
歳
短
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
男
性
で
は
半
数
の
方
が
82
・
6
歳
ま
で
、
女
性
で
は
半
数

の
方
が
89
・
2
歳
ま
で
生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
特
に
女
性
の

場
合
、
2
人
に
1
人
の
割
合
で
、
90
歳
以
上
ま
で
長
生
き
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

「
で
き
る
限
り
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し
た
い
」
と
い
う
の
は
、

み
ん
な
の
願
い
で
す
。
中
川
町
の
平
成
22
年
度
の
新
規
介
護
保
険
認

定
原
因
疾
患
か
ら
み
え
て
く
る
、
元
気
で
長
生
き
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
脳
卒
中
は
、
突
然
起

こ
り
、
麻
痺
に
よ
っ
て
日
常
生
活

の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
、
で
き
づ

ら
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
比
較
的

若
い
年
代
に
起
こ
る
の
も
特
徴
で

す
。

　

予
防
に
は
、
血
圧
の
管
理
が
一

番
重
要
で
す
。
治
療
中
の
方
は
、

薬
の
飲
み
忘
れ
を
せ
ず
、
朝
晩
の

血
圧
を
測
定
し
、
高
い
状
態
が
続

く
場
合
は
、
主
治
医
と
相
談
し
て

薬
の
調
整
が
必
要
で
す
。

　

今
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で

血
圧
を
測
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

整
形
疾
患
の
予
防
と
治
療

不
整
脈
に
も
気
を
つ
け
て

で
、
治
療
し
て
い
な
い
方
も
、
血

圧
測
定
を
し
て
、
ご
自
分
の
血
圧

の
状
態
を
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

　

中
川
町
で
は
、
一
定
期
間
、
血

圧
計
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
血
圧
が
気
に
な
り
自
宅

で
測
定
し
た
い
場
合
は
、
保
健
師

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

心
房
細
動
と
い
う
不
整
脈
が

原
因
で
、
心
臓
内
で
血
液
が
固

ま
り
、
そ
れ
が
脳
の
血
管
で
詰

ま
る
こ
と
で
起
き
る
脳
卒
中
が

あ
り
ま
す
。

　

心
房
細
動
は
、
50
歳
代
か
ら

増
え
て
き
ま
す
。
脈
の
リ
ズ
ム

が
か
な
り
乱
れ
ま
す
が
、
自
覚

症
状
が
少
な
い
と
気
が
付
き
に

く
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
心
電

図
検
査
で
わ
か
り
ま
す
の
で
、

職
場
健
診
や
町
の
特
定
健
診
で

確
認
で
き
ま
す
。

認
知
症
の
予
防
と
治
療

　

中
川
町
で
は
、
60
歳
を
超
え
る

と
急
に
膝
・
股
関
節
・
腰
な
ど
の

整
形
疾
患
の
治
療
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

予
防
や
治
療
の
た
め
に
は
、
膝

や
腰
を
支
え
る
筋
肉
を
維
持
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

痛
み
が
ひ
ど
く
な
り
、
日
常
生

活
に
支
障
が
あ
り
、
薬
物
療
法
な

ど
で
も
痛
み
が
軽
快
し
な
い
場
合

は
、
手
術
な
ど
の
治
療
も
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
手
術
に
よ
り
痛

み
が
改
善
し
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
方
も
い
ま

す
。
手
術
の
場
合
は
、
主
治
医
と

相
談
し
て
、
メ
リ
ッ
ト
･
デ
メ
リ

ッ
ト
を
確
認
の
う
え
、
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

認
知
症
は
、
原
因
疾
患
に
よ
っ

て
は
、
治
し
た
り
改
善
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
慢
性
硬
膜
下
血
腫

や
正
常
圧
水
頭
症
な
ど
が
原
因
の

場
合
は
、
治
療
に
よ
っ
て
治
り
ま

す
。

　

脳
血
管
疾
患
に
よ
る
認
知
症
は
、

上
記
に
あ
る
よ
う
に
、
予
防
が
可

能
で
す
。

　

最
も
認
知
症
の
原
因
と
し
て
多

い
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
は
、
進

行
を
遅
ら
せ
る
新
薬
が
今
年
認
定

さ
れ
る
な
ど
、
治
療
が
徐
々
に
進

ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
場
合
、

高
血
圧
･
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

糖
尿
病
･
脳
卒
中
な
ど
、
生
活
習

慣
病
の
あ
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
2

〜
3
倍
な
り
や
す
い
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
予

防
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
認
知
症

予
防
に
も
重
要
で
す
。

　

認
知
症
の
場
合
、
進
行
し
て
か

ら
受
診
す
る
こ
と
が
多
く
、
適
切

な
治
療
の
時
期
を
逸
し
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
認

知
症
は
病
気
な
の
で
、
初
期
か
ら

き
ち
ん
と
治
療
す
る
こ
と
で
、
悪

化
の
予
防
が
可
能
で
す
。

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

脳血管疾患

中川町における
疾患別新規介護保険
認定人数の比率
（平成22年度）

その他

整形疾患認知症
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寒
い
冬
が
目
前
に
迫
る
12
月
に
な
り
ま
し
た
。
温
か
い
鍋
物
や
汁

物
が
と
て
も
お
い
し
い
時
期
で
す
ね
。
鍋
物
や
汁
物
に
欠
か
せ
な
い

冬
野
菜
の
長
ね
ぎ
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
鉄
分
・
カ
ル
シ
ウ
ム
が
、

葉
の
部
分
に
は
β
カ
ロ
テ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
に
大
切
な
、
体
を
温
め
疲
労
を
回
復
す
る
働
き

が
あ
る
の
で
、
温
か
い
鍋
物
や
汁
物
に
た
く
さ
ん
入
れ
て
、
冬
を
元

気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

寒
い
冬
に
大
活
躍「
長
ね
ぎ
」

食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

「長ねぎの栄養」

長ねぎはこの食材と組み合わせて食べると効果的

旬の食材で旬レシピ～ 鶏肉と長ねぎのにんにくしょうが炒め

●β-カロテン（青い葉の部分）
　→皮膚や目の粘膜などを健康に保ちます。風邪への抵抗
　　力、免疫機能の維持に働きます。

●ビタミンC
　→抗酸化作用があり、肌の健康、疲れやストレスの緩和、
　　免疫力を高める働きがあります。

●硫化アリル
　→糖質の分解や吸収に働くビタミンB1の吸収を促進し、
　　体を温め血行をよくします。

●カルシウム
　→筋肉の動きをスムーズにしたり、精神安定に効果的で、
　　鉄分の吸収を助ける働きがあります。

材料（2人分）
　鶏もも肉（皮なし）　　4切れ
　長ねぎ　　　　　　　　1本
　ごま油　　　　　　　　大さじ1
　調味液（合わせておく）
　　おろしにんにく　　　2グラム
　　おろししょうが　　　2グラム
　　しょう油　　　　　　大さじ1
　　みりん　　　　　　　大さじ1

作り方
①鶏肉を一口大に切り、調味液に15分漬け込む。
②長ねぎを幅1㎝の斜め切りにする。
③調味液から取り出した鶏肉を、ごま油をひいたフラ
　イパンで炒める（中火）。
④鶏肉に火が通ったら、長ねぎと残った調味液を入れ、
　サッと絡めるように炒めて、いただく。

　糖質、ビタミンB1を多く含む食品（豚肉、大豆、うなぎ、枝豆）や鉄分を多く含む食品（海苔、
ひじき、レバー）と組み合わせて食べると効率よく栄養素を吸収することができます。
　鍋物や汁物以外にも炒め物や卵焼きに入れたり、湯豆腐のつけダレ、白髪ねぎにしてサラダにと、
さまざまな料理と合います。保存するときは新聞紙に包んで冷暗所で保存するか、小口切りにして
冷凍保存しましょう。
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竹田サキ子さん（77歳） 土田富治郎さん（77歳）

佐々木信夫さん（77歳） 山本エツ子さん（77歳）

喜寿おめでとうございます

渡邊ミヨさん（88歳）

赤塚榮藏さん（88歳）

干場　章さん（88歳）

米寿おめでとうございます

ご長寿さん
まちの
ご長寿さん

まちの
ご長寿さん

まちの

お父さん  将　太 さん
お母さん  ゆかり さん

横山美空ちゃん
み く

こんにちはこんにちはこんにちは
赤ちゃん赤ちゃん赤ちゃん



火災・救急
出動件数

火災出動　0件
救急出動　47件
平成23年10月31日現在

13 広報なかがわ
2011. 12月号

10月24日●議会総務常任委員会
10月26日●農 業 委 員 会 総 会

議会・　　　
各種委員会の
　　開催状況

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

10
月
1
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
の
間
、
中
川
町
全
世
帯
を
対
象
に
防
火
査
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

皆
様
に
は
季
節
柄
お
忙
し
い
中
、
火
災
予
防
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
消
防
職
員

一
同
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
防
火
査
察
を
実
施
し
た
結
果
、
今
年
の
6
月
か
ら
義
務
化

と
な
り
ま
し
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
未
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
住

宅
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
火
災
を
早
期
に
覚
知
す
る
こ
と
で
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い

方
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
お
早
め
に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
し
て
い
る
方
も
い
た
た
め
、

日
頃
か
ら
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
が
な
い
か
確
認
し
て
か
ら
使
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
11
月
1
日
現
在
に
お
け
る
中
川
町
の
火

災
件
数
は
0
件
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
無
火
災
と
な
れ
ば
平
成
14
年
以

来
の
9
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
火
の
用
心
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
火
災
の
無

い
年
末
年
始
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
般
住
宅
の
防
火
査
察
実
施
結
果

年
末
年
始
の
防
火
対
策

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
・
2
1
1
9
番
ま
で

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
が

　

な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必

　

ず
火
を
消
し
た
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

④
火
災
を
早
期
に
知
ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

　

ま
し
ょ
う
。

　防火査察と同時に実施しておりました住宅用火災警報
器（以下住警器）の普及率を算出しました。
今年は設置された住宅が多く見受けられました。

住警器普及率 約87％
今 年

約75％
昨 年

住宅用火災警報器の普及率

「
年
末
年
始
の
防
火
対
策
」

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
付

•
夫
（
茂
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

𠮷
田　

幸
子　

様

•
社
会
福
祉
推
進
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　

黒
澤　

鐵
夫　

様

　
　
　
　
　
　
　

匿
名
（
1
名
）
様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
贈

　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
々

よ
り
「
志
」

　
　
　
　
　
　
　

田
村　

愛
子　

様

　
　
　
　
　
　
　

照
井　

志
麻　

様

　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

順
子　

様

　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

洋
子　

様

　
　
　
　
　
　
　

結
城　
　

寛　

様

　
　
　

中
川
町
商
工
会
女
性
部　

様

　
　
　
　
　
　

平
和
ハ
イ
ヤ
ー　

様

　
　
　
　
　
　
　

匿
名
（
4
名
）
様

中　

川　

𠮷
田　
　

茂　

様
（
89
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

一
般
住
宅
の
防
火
査
察
実
施
結
果

年
末
年
始
の
防
火
対
策



10月の入札・契約結果

平成23年度
中川浄化センター
ポンプ等分解整備工事

平成23年度
機能強化事業真空弁
更新工事その2

平成23年度
誉32線本線支障物件
調査委託業務

森林環境保全整備事業
平成23年度
町有林間伐（秋）工事

森林環境保全整備事業
平成23年度
町有林新植（秋）工事

平成23年度
エコミュージアム
センター展示室床
改修工事

平成23年度
医療従事者（看護師）
住宅新築（車庫）工事

工事・業務名
入札結果

第1回入札金額（円）
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間 備　考入札参加業者

（※落札業者）

入　札

入　札

入　札

入　札

入　札

入　札

入　札

入　札

入　札

入　札

町有林10.74haの
新植

町有林15.32haの
間伐

支障物件調査立木等

真空弁更新6箇所

汚泥供給ポンプ、
汚泥掻寄機減速機
分解整備一式

展示室床改修72㎡
一式

車庫新設2棟4戸一式

2,866,500

2,625,000

609,000

6,211,800

10,372,950

2,677,500

3,864,000

1,260,000

1,060,500

1,071,000

予定価格（円）

2,948,400

2,709,000

661,500

7,161,000

11,550,000

2,751,000

3,916,500

1,270,500

1,081,500

1,260,000

97.2％

96.9％

92.1％

86.7％

89.8％

97.3％

98.7％

99.2％

98.1％

85.0％

着手　平成23年10月20日

竣工　平成24年1月31日

平成23年度
教職員住宅解体工事

平成23年度
共和町営住宅解体工事

平成23年度
ルベシベ川維持
立木伐木工事

立木伐木　4,000㎡

着手　平成23年10月20日

竣工　平成23年11月15日

木造平屋1棟1戸解体一式

着手　平成23年10月20日

竣工　平成23年11月30日

木造平屋1棟1戸解体一式

着手　平成23年10月20日

竣工　平成23年11月30日

着手　平成23年10月20日

竣工　平成23年12月20日

着手　平成23年10月20日

竣工　平成23年11月22日

着手　平成23年10月26日

竣工　平成24年2月29日

着手　平成23年10月26日

竣工　平成23年11月25日

着手　平成23年10月20日

完了　平成23年12月9日

着手　平成23年10月20日

竣工　平成23年11月22日

※㈱テクノス北海道

㈱木本動力工業所

㈱データベース

※㈱テクノス北海道

㈱データベース

㈱木本動力工業所

※㈱ズコーシャ札幌支社

㈱三洋コンサルタント

和光技研㈱

※遠藤工業㈲

上川北部森林組合

天塩川工業㈱

※遠藤工業㈲

上川北部森林組合

天塩川工業㈱

※天塩川工業㈱

㈲佐藤組

㈲大須賀工務店

吉川組

※吉川組

天塩川工業㈱

㈲大須賀工務店

㈲佐藤組

※㈲加藤造園

㈲佐藤組

天塩川工業㈱

植村技建㈲

吉川組

※㈲加藤造園

㈲佐藤組

天塩川工業㈱

植村技建㈲

吉川組

※天塩川工業㈱

植村技建㈲

㈲佐藤組

吉川組

㈲加藤造園

2,730,000

2,850,000

2,920,000

2,500,000

2,650,000

2,730,000

580,000

600,000

610,000

5,916,000

6,980,000

7,300,000

9,879,000

10,700,000

11,700,000

2,550,000

2,700,000

2,730,000

2,750,000

3,680,000

3,700,000

3,730,000

3,750,000

1,200,000

1,240,000

1,250,000

1,260,000

1,280,000

1,010,000

1,030,000

1,070,000

1,080,000

1,080,000

1,020,000

1,140,000

1,170,000

1,250,000

1,300,000

第2回入札金額（円）
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平成22年災
誉2号支線排水路
災害復旧立木伐木工事

平成22年災
誉幹線排水路災害復旧
立木伐木工事

平成23年度
下水道真空弁ユニット
配管閉塞修繕工事

平成23年度
寿の家ストーブ
購入事業

平成23年度
住民基本台帳法
改正対応委託

平成23年度
町道除雪委託業務

平成23年度
合併処理浄化槽
設置工事

工事・業務名
入札結果

第1回入札金額（円）
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間 備　考入札参加業者

（※落札業者）

入　札

入　札

入　札

入　札

随意契約

随意契約

入　札

入　札

入　札

入　札

住民基本台帳法改正に伴う
住基システムの改修及び
外国人登録事務の改正に
よるシステム化

住民基本台帳法改正に伴う
住基システムの改修及び
外国人登録事務の改正に
よるシステム化

寿の家ストーブ5台

真空弁ユニット配管閉塞
修理のための既設
ポリエチレン管撤去・新設

立木伐木　25,000㎡

立木伐木　14,000㎡

車道除雪・歩道除雪・市
街地道道排雪一式

5人槽2基設置一式5人槽2基設置一式

1,596,000

3,129,000

2,940,000

575,400

6,195,000

58,800,000

2,940,000

451,500

1,134,000

11,392,500

予定価格（円）

1,816,500

3,601,500

3,034,500

741,300

6,300,000

60,343,500

3,024,000

473,130

1,161,300

11,424,000

87.9％

86.9％

96.9％

77.6％

98.3％

97.4％

97.2％

95.4％

97.6％

99.7％

着手　平成23年11月1日

竣工　平成23年12月26日

平成23年度
大富一農作業管理休養
施設ＦＦ石油暖房機
購入事業

平成23年度
4区町職員住宅
営繕工事

森林整備加速化・
林業再生事業
平成23年度
町有林基金間伐（共和）
工事

町有林24.83haの間伐
1472ｍ作業道作設

着手　平成23年11月1日

竣工　平成23年12月21日

営繕一式

着手　平成23年11月1日

竣工　平成23年11月30日

ＦＦ石油暖房機3台購入
一式

納入期限
　　　平成23年11月30日

着手　平成23年11月1日

完了　平成24年3月31日

着手　平成23年10月26日

完了　平成24年3月31日

着手　平成23年10月20日

竣工　平成23年11月22日

着手　平成23年10月20日

竣工　平成23年11月22日

着手　平成23年10月20日

竣工　平成23年11月25日

納入期限
　　　平成23年11月30日

※天塩川工業㈱

㈲佐藤組

㈲加藤造園

植村技建㈲

吉川組

※天塩川工業㈱

㈲佐藤組

植村技建㈲

㈲加藤造園

吉川組

※㈱中川水道

㈱佐藤工建

※村上電器

北はるか農業協同組合　中川支所

㈲佐藤電器商会

㈱川村商会

㈲福島鉄工場

※㈱ＨＤＣ

※中川町除雪事業共同企業体

※㈱中川水道

㈱佐藤工建

※北はるか農業協同組合

㈲佐藤電器商会

村上電器

㈱川村商会

㈲福島鉄工場

※㈲大須賀工務店

㈲佐藤組

天塩川工業㈱

吉川組

※遠藤工業㈲

上川北部森林組合

天塩川工業㈱

1,520,000

1,650,000

1,670,000

1,670,000

1,850,000

2,980,000

3,290,000

3,320,000

3,370,000

3,390,000

2,800,000

2,900,000

548,000

633,300

635,000

686,800

辞退

5,900,000

56,000,000

2,800,000

2,850,000

430,000

440,000

452,000

498,800

辞退

1,080,000

1,100,000

1,100,000

1,120,000

10,850,000

10,900,000

11,500,000

第2回入札金額（円）



広報なかがわ
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森林整備加速化・
林業再生事業
平成23年度
町有林基金間伐（板谷）
工事

平成23年度
中川町立診療所
血液電解質測定装置

工事・業務名
入札結果

第1回入札金額（円）
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間 備　考入札参加業者

（※落札業者）

入　札

随意契約

随意契約

随意契約

町有林　5.49haの補植
0.76haの天然下種補正
町有林　5.49haの補植
0.76haの天然下種補正

オフイチャシ跡測量業務

血液電解質測定装置
1台

町有林43.44haの間伐8,190,000

1,218,000

1,596,000

609,000

予定価格（円）

8,631,000

1,228,500

1,648,500

630,000

94.9％

99.1％

96.8％

96.7％

平成23年度
オフイチャシ跡
測量委託業務

森林整備加速化・
林業再生事業
平成23年度
町有林基金
里山再生工事

着手　平成23年11月1日

竣工　平成23年12月21日

着手　平成23年11月1日

竣工　平成23年11月30日

着手　平成23年10月22日

完了　平成23年12月22日

納入期限
　　　平成23年11月15日

※上川北部森林組合

天塩川工業㈱

遠藤工業㈲

※上川北部森林組合

※かたやま測量㈱

※富士フィルムメディカル株式会社

7,800,000

8,350,000

8,370,000

1,160,000

1,520,000

580,000

第2回入札金額（円）

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819
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17 広報なかがわ
2011. 12月号

問い合わせ　教育委員会　エコミュージアムセンター　☎8－5133

　

チ
ャ
シ
跡
は
サ
サ
や
下

草
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
歩

く
の
も
困
難
な
ほ
ど
で
し

た
。
そ
こ
で
調
査
の
前
に
、

背
丈
以
上
も
あ
る
サ
サ
な

ど
を
刈
り
取
っ
て
片
付
け

る
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し

た（
左
写
真
）。
サ
サ
刈
り

が
進
む
に
つ
れ
、
オ
フ
イ

チ
ャ
シ
跡
は
徐
々
に
そ
の

姿
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

サ
サ
で
覆
わ
れ
て
い
た
地
表
か
ら
、

壕
の
よ
う
な
地
形
や
盛
土
を
し
た

よ
う
な
地
形
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た

の
で
す（
下
写
真
）。

　

こ
の
よ
う
な
地
形
は
、
市
販
さ

れ
て
い
る
地
形
図
に
は
表
現
さ
れ

て
い
な
い
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の

地
形
を
把
握
す
る
た
め
に
詳
細
な

測
量
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
測
量
と

同
時
に
地
形
を
み
な
が
ら
、
ど
こ

に
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
か
な

ど
を
検
討
し
、
5
箇
所
の
試
掘
調

査
地
点
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

試
掘
調
査
で
は
、
最
も
天
塩
川

よ
り
の
平
坦
な
部
分
か
ら
炭
の
か

け
ら
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
近
く

で
た
き
火
を
し
た
の
で
し
ょ
う

か
？　

ま
た
、
頂
上
部
の
壕
の
下

側
か
ら
は
、
柵
を
立
て
た
跡
と
思

わ
れ
る
幅
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

深
さ
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

溝
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

壕
の
断
面
に
は
過
去
に
掘
ら
れ
た

底
幅
60
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

逆
台
形
の
壕
の
断
面
や
、
そ
の
底

付
近
か
ら
は
火
山
灰
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
こ
の
火
山
灰
を
分
析
す

る
こ
と
で
、
オ
フ
イ
チ
ャ
シ
跡
が

造
ら
れ
た
年
代
を
推
定
で
き
ま
す
。

こ
の
火
山
灰
は
専
門
家
の
手
に
よ

っ
て
分
析
中
で
す
。

　

8
日
に
試
掘
穴
を
す
べ
て
埋
め

戻
し
、
調
査
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

今
回
の
調
査
で
、
オ
フ
イ
チ
ャ
シ

跡
は
、
天
塩
川
水
系
最
大
の
チ
ャ

シ
跡
で
あ
る
こ
と
や
、
自
然
地
形

を
利
用
し
た
チ
ャ
シ
跡
で
あ
る
可

能
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
調
査
結
果
の
ま
と
め
の

作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
今

回
の
調
査
で
、
様
々
な
分
野
の
考

古
学
の
専
門
家
、
地
質
学
、
地
形

学
な
ど
の
専
門
家
が
多
面
的
な
研

究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
調
査
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
ら
、
出
土

物
も
含
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご

報
告
す
る
予
定
で
す
。

　

天
塩
川
水
系
に
は
、
確
認
さ

れ
て
い
る
8
基
の
チ
ャ
シ
の
う

ち
、
中
川
町
に
は
ウ
タ
ナ
イ
チ

ャ
シ
跡
と
オ
フ
イ
チ
ャ
シ
跡
の

2
基
が
あ
り
ま
す
。
ウ
タ
ナ
イ

チ
ャ
シ
跡
は
、
中
川
町
と
天
塩

町
と
の
境
界
付
近
の
天
塩
川
の

旧
河
川
を
望
む
丘
陵
に
位
置
し

ま
す
。
一
方
、
オ
フ
イ
チ
ャ
シ

跡
は
、
天
塩
川
と
安
平
志
内
川

と
の
合
流
点
の
丘
陵
に
位
置
し
、

3
段
の
平
坦
面
が
確
認
で
き
ま

す
。

　

オ
フ
イ
チ
ャ
シ
跡
は
昭
和
48

年
に
発
見
さ
れ
、
同
51
年
に
略

測
図
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
回
の
調
査
で
は
当
初
確
認
さ

れ
て
い
な
い
地
形
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

安平志内川河岸から望むオフイチャシ

アイヌの遺跡オフイチャシ跡調査を行いました
　

教
育
委
員
会
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
で
は
10
月
24
日
か
ら

11
月
8
日
に
か
け
て
ア
イ
ヌ
の
遺
跡
で
あ
る
オ
フ
イ
チ
ャ
シ
跡
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
⑴
チ
ャ
シ
跡
の
形
態
と
遺
構
（
人
為
的
に
掘
ら

れ
た
堀
・
溝
や
柱
穴
な
ど
）
を
把
握
す
る
た
め
の
詳
細
測
量
、
⑵
遺

構
の
形
態
・
規
模
お
よ
び
時
代
性
を
確
認
す
る
た
め
の
試
掘
を
行
い

ま
し
た
。

　

天
塩
川
水
系
の
8
基
の
チ
ャ
シ
は
い
ず
れ
も
詳
細
な
調
査
・
発
掘

は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
今
回
の
オ
フ
イ
チ
ャ
シ
跡
調
査
が
は
じ
め
て

の
大
規
模
調
査
で
す
。



お 知 ら せ
■
資　

格

　

平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
で
15

　

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

■
身　

分

　

特
別
職
国
家
公
務
員
（
生
徒
）

　
　
　

自
衛
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん

■
高
校
教
育

　

横
浜
修
悠
館
高
等
学
校
（
通
信

　

制
）
に
入
学
し
、
生
徒
課
程
修

　

了
時
に
高
等
学
校
の
卒
業
資
格

　

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■
居
住
場
所

　

武
山
駐
屯
地
（
神
奈
川
県
横
須

　

賀
市
御
幸
浜
2
―
1
）

■
休　

日

　

週
休
2
日
制
（
祝
日
、
年
末
年

　

始
休
暇
が
あ
り
ま
す
）

■
手　

当

　

生
徒
手
当
＝
月
額
9
万
4
9
0

　

0
円

　

ボ
ー
ナ
ス
年
2
回
（
6
月
、
12

　

月
）

■
待　

遇

　

寄
宿
料
は
無
料
で
、
食
事
、
制

　

服
類
、
寝
具
は
、
支
給
ま
た
は

　

貸
し
出
し
ま
す

■
受
付
締
切

　

平
成
24
年
1
月
6
日（
金
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　
　

の
生
徒
を
募
集
し
ま
す

■
試
験
日

　

平
成
24
年
1
月
14
日（
土
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　

名
寄
出
張
所

☎
0
1
6
5
4
・
2
・
3
9
2
1

名
寄
市
西
1
条
南
9
丁
目

　

法
務
局
が
取
り
扱
う
登
記
、
供

託
、
戸
籍
、
国
籍
、
人
権
擁
護
業

務
な
ど
に
関
す
る
疑
問
や
相
談
に
、

法
務
局
の
職
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

ま
た
、
名
寄
公
証
人
役
場
の
協

力
で
、
遺
言
書
や
公
正
証
書
作
成

な
ど
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

■
と　

き

　

12
月
10
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

■
と
こ
ろ

　

旭
川
地
方
法
務
局
名
寄
支
局

　

（
名
寄
市
西
1
条
南
11
丁
目
1

　

番
地
5
）

【
問
い
合
わ
せ
・
事
前
予
約
先
】

旭
川
地
方
法
務
局
名
寄
支
局

☎
0
1
6
5
4
・
2
・
2
3
4
9

法
務
局
休
日
な
ん
で
も

　
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退

共
）
に
加
入
し
て
い
て
、
退
職
金

を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を

探
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
林
業
の

仕
事
を
し
て
い
た
方
で
、
林
退
共

に
加
入
し
て
い
た
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
調
べ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
や
非
共
済
者
の
皆
さ
ん
に
対
し

て
、
各
種
手
続
き
の
必
要
が
生
じ

た
場
合
は
、
で
き
る
限
り
速
や
か

に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
や
ご
相
談

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部☎
0
3
・
5
4
0
0
・
4
3
3
4

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高

校
や
大
学
な
ど
へ
の
入
学
や
在
学

中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

林
業
に
携
わ
る
皆
さ
ん
へ

国
の
教
育
ロ
ー
ン
を

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
融
資
額

　

3
0
0
万
円
以
内

　

（
1
人
あ
た
り
）

■
利
率
（
固
定
金
利
）

　

年
2
・
8
5
％

　

（
母
子
家
庭
の
方
は
2
・
4
5

　

％
）

　
　
　

平
成
23
年
10
月
1
日
現
在

■
返
済
期
間

　

15
年
以
内
（
交
通
遺
児
家
庭
や

　

母
子
家
庭
の
方
は
18
年
以
内
）

■
返
済
方
法

　

毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ

　

ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

■
使
い
み
ち

　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

　

住
居
の
敷
金
や
家
賃
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

日
本
政
策
金
融
公
庫
旭
川
支
店

　
　
　
　
　

（
国
民
生
活
事
業
）

☎
0
1
6
6
・
2
3
・
5
2
4
1
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人
権
問
題
、
家
庭
問
題
、
い
じ
め
問
題
を
は
じ
め
、
近
隣
と

の
い
ざ
こ
ざ
な
ど
の
身
近
な
法
律
問
題
、
そ
の
他
の
ご
相
談
を

お
聞
き
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

■
日　

時　

12
月
5
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　

■
場　

所　

保
健
セ
ン
タ
ー　

集
団
検
診
室

　

■
相
談
員　

中
川
町
人
権
擁
護
委
員

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室

　

☎
7
・
2
8
1
3

「
特
設
人
権
心
配
ご
と

　

相
談
所
」を
開
設
し
ま
す

「
特
設
人
権
心
配
ご
と

　

相
談
所
」を
開
設
し
ま
す

し
あ
わ
せ



　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

不
動
産
や
会
社
の
登
記
事
項
証
明

書
の
請
求
が
簡
単
・
便
利
・
低
料

金
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
登
記
・
供
託
ね
っ
と
」
に
ア

ク
セ
ス
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
簡　

単

　

環
境
設
定
が
一
切
不
要
で
、
す

ぐ
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
便　

利

　

自
宅
や
職
場
か
ら
請
求
し
て
い

た
だ
く
と
、
翌
日
ま
で
に
郵
送
し

ま
す
。

◆
低
料
金

　

手
数
料
が
窓
口
や
郵
送
で
の
請

求
に
比
べ
、
お
安
く
な
り
ま
す

（
通
常
7
0
0
円
が
5
7
0
円
に
）。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
法
務
局
名
寄
支
局

☎
0
1
6
5
4
・
2
・
2
3
4
9

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://www.touki-
kyoutaku-net.moj.go.jp

不
動
産
や
会
社
の
登
記
事
項

証
明
書
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
　
　
　
　
　

簡
単・お
得
に

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
旧
ソ
連
邦
ま
た
は

モ
ン
ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
け
る
戦

後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22
年
6

月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご

存
命
の
方
で
す
（
特
別
措
置
法
施

行
日
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

相
続
人
は
請
求
で
き
ま
す
が
、
施

行
日
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご

遺
族
な
ど
は
対
象
と
な
っ
て
い
ま

せ
ん
）。

　

請
求
受
付
期
限
は
、
平
成
24
年

3
月
31
日
で
す
。
ま
だ
請
求
さ
れ

て
い
な
い
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

請
求
期
間
内
に
特
別
給
付
金
の
支

給
の
請
求
を
し
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

お
電
話
で
資
料
請
求
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
事
業
部

特
別
給
付
金
認
定
担
当

☎
0
5
7
0
・
0
5
9
・
2
0
4

☎
0
3
・
5
8
6
0
・
2
7
4
8

戦
後
強
制
抑
留
者
の

　
　
　
　
　
　
　
皆
様
へ

（
平
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
）

◆
用　

紙

　

原
則
と
し
て
画
用
紙
八
つ
切
り

◆
使
用
画
材

　

水
彩
絵
の
具
、
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ

ー◆
募
集
締
切

　

平
成
24
年
1
月
20
日（
金
）

◆
送
付
先

　

中
学
校
を
通
じ
て
、
上
川
総
合

振
興
局
課
税
課
、
名
寄
道
税
事
務

所
へ

◆
表　

彰

　

北
海
道
知
事
賞
、
北
海
道
教
育

委
員
会
教
育
長
賞
、
上
川
総
合
振

興
局
長
特
別
賞
を
選
考
し
ま
す

◆
審
査
結
果
発
表

　

平
成
24
年
2
月
中
旬
に
入
賞
者

の
学
校
に
通
知
し
ま
す

◆
作
品
の
使
用

　

入
賞
作
品
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
、
道
税
の
広
報

に
使
用
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】

名
寄
道
税
事
務
所

●
0
1
6
5
4
・
2
・
4
1
4
8

中
学
生
の
皆
さ
ん
へ

税
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を

　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す
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〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp
中川町携帯用サイト  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/i
　　　　　　　　　　　　　　（NTTドコモの「i-mode公式メニュー」からもごらんになれます。）
E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

携帯用サイトアドレスが二次元バーコードで簡単入力可能
（ご使用にあたっては、携帯の取扱説明書をごらんください）

町の人口
（10月31日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,831人（＋4）

900人（＋2）

931人（＋2）

903戸（±0）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

　中川町のガイドマッ
プが新しくなりました。
原麻耶さん（誉地区
在住）が約1ヶ月かけ
て作った大作です。町
内を実際に見て回っ
て作ったガイドマップ
は、町外の方はもちろ
ん、町内の方が見ても
新たな発見があるか
もしれません。

　本紙17ページでお知らせしているオフイチャシ跡からは、天塩川の
上流と下流、安平志内川とその支流のルベシベ川を見渡すことができ、
川を交通路としたアイヌにとってこの場所は遠望地として絶好だったこ
とでしょう。安平志内川は「ア・ペシ・ナイ＝我々・沿って下る・もの
（川）」という意味で、雨竜地方への交通路として利用されていました。
ルベシベ川は「ル・ペシ・ぺ＝道（が）・沿って下る・もの（川）」という
意味で、川伝いに日本海側への峠道がありました。

オフイチャシ跡からの眺め
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